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1 は じ め に

マラヤの北西部,ケダー(Ke-

dah) 州の首府アp-ルスタ-

(AlorStar一東経 100020′, 北

緯 6010') から, 北西に向って

5マイルも行 くと,水路沿いに

木造の粗末な家屋の密集 したア

ロールジャソグス (AlorJang-

gus) とよばれる 田舎町に出会

う｡ この町は,周辺に散在する

マレー人村落の商業や行政上の

中心地であ り,ほとんどの住民

は,中国系マレーシア連邦国民

一以下中国人 とい う-である｡

1964年 7月か ら, 6カ月間に

まったって,京都大学東南アジア

研究セソタ-の ｢マレ-シア地

域研究班｣は,この町に定着 し

て,マレー人村落の集約的調査

研究を行ない,同時に,この中

国人集落の基本的な調査資料を

収集 したが,マレー人に対する

顧慮 と,言語の面での障壁があ 図 1 7ロールジャングス付近略図
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って,中国人集落の調査は,十分には行なわれなかった｡ 中国人 と親密な関係を保つ ことは,
1)

マ レー人-の接近を妨げる1要因であったし, また, 平素中国語を語 る中国人-の接近のため

には,中国語を話す ことが必要であった｡

したが って,上記の調査では, 中国人集落について,突 っ込んだ研究はなされなか ったが,

1965年の 7月か ら8月にかけて, それを補充す る意味において, アロールジャソグス中国人集

落の補足調査が行なわれた｡以下は,その調査結果の概 要である｡

2 7ロールジャンゲスー中国人集落-の史的背景

アロールジャングスは,行政的には, ケダー州 コタスタール郡 (DaerahKotaStar)パダソ

ララソ区 (Mukim PadangLalang)の 1区域である｡ しか し, パダンララソ区周辺の中心地

であ り,中国人商店の密集 した地域である｡ したが って,社会的には, 1個の独立 した単位を

構成 しているかのように も見える｡ 事実,中国人 とマ レー人は, 言語,宗教,慣習その他すべ

ての両で,全 く対照的な相違を 示 して い るので, 両者の文化的, 社会的境界は明白であ り,

また,同 じ集落内に一部

交錯 して居 住 して い て

も,中国人は,文化的,

社会的に 1つのまとまり

を示 している｡本諭で取

扱 う内容は, 7ロールジ

ャンブス在住の中 国人に

関す るものである｡

アロー/レジャソブスは

現地で発行されてい る極

めて詳密な地図,あるい

は,華文阪マ レーシア連

邦地区川晴で も,その分州

図において,僅かに見出

され るだけの, まことに

小規模な集落である｡ 中

国人は, このアロールジ

写真 1 7 p-ルジャンクスにも,かつては,このような映画館があ

ったO看板中央の星光矧完の文字は,映画 館の名称である
が,両脇に立書きで,吉樵州,甘光適と書いてあるのが,ケ

･1､一州,アロ-ルジャングスの中国訳である｡この映画館は

今では閉鎖されて,世帯番号(60)などの経営する精米所の粗

倉hLlr主になっている｡交通が便利になって,集落の人達は,請

備のよい7ロ-ルスターの映画館に行けるようになったから
である｡

1) 中国人相互には福建語の中の慶門語を話し,教育を受けた一部の宵は,北方系標準語 (Mandarin)が

話せる｡なお,中国人は北方系標準語を国語 KuoYtiとよぶが,最近では国語とはマレー語のこと

であるから,華語 HuaYtiと改むべきであるとされている｡
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2)
ヤソグスを中国語で甘光遥 (KanKuangHsien)と呼んでお り(写真 1参照),堂光遥 (Chien

KuangHsien)と書 くこともある｡ これは,廿 と豊が,福建音では同じためである｡華文版地

図帖がいずれも,アロールジャングスを亜羅章古 (YaLuoChangKu)と表記 しているのは,

おそらく机上の創作で,現地では一度 も見聞したことはない｡

では,この甘光過,ないしは, 竪光遥とい うのは, AlorJanggusとい うマレー語の音に近

い漢字を当てたものか否かを比較 して見るに,近似点はなんらないように思われる｡ いわゆる

音訳地名ではないとすると,意訳地名とい うことも考えられるが,Alor(水のよどむ所,川の

湾曲部),Janggus(うるし科の植物の名称)とい う意味からして,これも妥当ではない｡Alor

Janggusと甘光過の関連を考えていた際に,たまたま, アp-ルジャングス南方に隣接するク

バ ソロタン (KubangRotan)を, 中国語で甘光牡丹 (KanKuangMuTan)と表記 してあ

るのを発見して,甘光適の甘光は,Kubangすなわち,泥地,水ため,水牛の水あび場の意味

であ り,残る1字の過は, Siam,すなわち,遥羅の略で,甘光道は KubangSiam クバンシ

アムのことであることが判明した｡ このクバ ンシアムは,アロールジャングスの北西にある村

(Kampong)の名称で,シャムの軍隊が昔,掘った井戸があるといわれ,現在,行政的には隣村

に当たるに過ぎない｡これは,約65年前, 初期に来村 した中国人が, クバンシアムにおいて,

多 くマレー人 と小作契約をして働いていた当時 に使 用 していた甘光 ･過とい う地名を, その

後,アロールジャソグスに移住 して来ても,依然流用して, そのまま使 用 した もの と思われ

る｡ しかし,マレー語では AlorJanggusといい,中国語では甘光過と呼ぶ地名呼称の くいち

がいは,アロールジャングス中国人集落の形成以前に, この集落周辺-早期に来村 した中国人

が,多 くクバソシアムに入村 したことを物語ると同時に, 中国人が,マレー人の地名呼称には

超然 として,甘光過とい う地名を使用していることを示すもので,興味深い｡

なお,中国人が外国の地名 ･人名等を漢字で表記するとき, 大部分は音訳,一部は意訳によ

るのであるが,中国の周辺, とくに東南アジアにおいては,中国人が,原名とは別に, 中国名

を名付けた例も少な くない｡ しか し,甘光過のように,隣村名の流用, 誤用 とい う例は珍らし

いものと思われる｡ 参考までに,アロールジャングス附近地名の中国訳の例を示す と,表 1の

ようになる｡

アロールジャングスの中国人人口は 481名で,性 ･年令別の人口構成は, 表 2の示す とお り

である｡

マレ-人は,中老年者はもちろん, 若者でも大部分がマレー服を着用しているのに反して,

中国人は,ほとんど洋服- といっても平素は,半ズボンにランニング ･シャツ,他の市街地-

行 くときは,長ズボソに開襟シャツ程度- を着用している｡ しか し,家庭内では,上半身は裸

2) 本稿において,中国語の発音を表記するときは,ウェード式中国語発音表記法により,4声符号は省
略した｡
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表 1 A.J.附近地名車国訳の例

中 国 名

者

訳

意

訳

E
折

衷

訳

重

安

日

尤

甘

Ⅷ
十

大

海
田

負

羅 ｣二

南 武

得

牡

…

光

l
宇

山

浜

打
吉

泣

命

丹

㌣
港

脚

区
巴
山

打

渓

治

舌

双

喬

横

㌃

大

敦

｡

年

郡

域

旧しU

甘 光 遅

原 名 カ ナ 表 記

AlorStar ア ロ ー ル ス タ

AnakBukit ア ナ ブ キ

Jitra ジ ト

Jurun ジ ル

ト

ラ

ソ

ツ

KubangRotan ク ノ ミ ソ ロ タ ン

SimpangEmpat ･ シ ン パ ソ ウ ソパ ッ ト

BukitMertajam ブキ ッ トムル タジ ャム

TepiLaut

GunongKeriang
(B叫itGajahy

Kuala Kedah

SungeiPatani

GeorgeTown

Penang

ト ビ ラ ウ ト

グ ノ ソ ク リ ア ン/

ク ア ラ ケ ダ ー
ス ソ ゲ イ バ ク ニ
ジ ョ ー ジ タ ウ ン

へ ナ ン

AlorJanggus ア ロ ー ル ジ ャングス

北 海 Butterworth

新 路 頭 Prai

註 :1.A.J.は ア p-ル ジ ャングスの略

2.※は俗称

表 2 A.J.中国人性 ･年令別人口

年 令

0 - 4

5 - 9

10- 14

15- 19

20- 24

25- 29

30- 34

35- 39

40- 44

45- 49

50- 54

55- 59

60- 64

65- 69

70- 74

75- 79

80- 84

85- 89

計
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でいることもあ り, 1日数度は欠かさない水浴

(mandi-仲原)の後では,下半身にマ レーのサ

ロンをまとうことも少な くない (写真 2参照)o

そ して,家屋 も,マ レ-人の代上家巌(高脚房)

に対 して,中国人の家屋は,すべて,土, また

はセメン ト (紅毛灰)のたたきを床に した平屋

であ り, また,水路沿いに数軒がひ とかたまり

になって,長 く分散 しているマ レー人の家屋 と

は全 く対照的に,中国人の家屋は,大体 1カ所

に密集 している｡ 食 事 につ い て も,マレー人

が,主 としてカレ-粉で味付け した料理や飯を

手づかみで食す るのに反 して,中国人は中国料

理を,箸またはフォーク,スプーンを用いて食

する｡ 中国人が,マ レ←人 と言葉を交す ときに

は,すべてマ レー語を用いるが,中国人相互の

場合には,福建語を使用する｡ アロールジャン

グスの中国人の大部分が,福建省南部 (関南)

度門附近の安渓県出身者であるため, アロール

ジャングスでは,在住の比較的少数の広東省出

身者 も含めて,集落内では一般に,福建語の中

の度門方言が使用されている｡

福建語には数 種 の方 言が ある｡ 某国慶氏の

『関南方言与十五音』によると福建語は,大別

して 9語系,細分す ると65種 に分 れ る とい う
3)

が, アロールジャ,/ブス世帯番号 (14)の言に

よれば,福建語には,大別 して,南か ら磨門語,

仙遊語,興化語,福州語の 4方言があ り, アロ

写真 2 世帯番号(16),36才,精米所労働者とそ

の子女｡ 1日の労働を終え,運河で水浴の後,
マレ-のサpンをまとって,われわれの宿舎-

散歩 (胞胞)に来た風景｡彼はアロールジャン
グスで生れ,育ったので,集落内外の事情は至

って詳しい｡彼は福建語の中の屠門語を日常語

とするが,アロールジャングスの小学校を卒業

しており,北方系標準語もかなり話せ,また,

漢字も書ける｡なお小学校理事でもある｡サロ
ンをまとって,マレー語も堪能のようである

が,これは決して中国人のマレ-化というべき
程のものではなくて,いささか現地の風習をま

ね,仕事の上の方便のために,現地人の言語を
心がけて学んだというまでのことである｡彼は

連日,仕事後われわれの宿舎に来て,時には深

更までアロールジャソグス中国人の万般のこと
について,教示してくれた｡

ールジャングスで話されている福建語は, この中の歴門語であって, アロ-ルジャングス在住

の中国人の大部分は,福建省南部の安漢,南安,岡安の 3県の出身者であ り, これ らの県は,

いずれ も虞門語系区域に属す る｡そ して,上記 4語系の中,塵門語 と福州語は, あたか も相互

に外国語の如 く懸隔 していて,上記の世帯番号 (14)が,1965年春, 両親に会 うため帰国 し,

3) 福建省安渓県生れ,39才,雑貨店店主｡郷里において初級中学を卒業,1947年アロールジャングスに
釆たる｡
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その機会に各地を遊覧 して,省都福川を訪れた ときには,同じ福建省内であ りなが ら, 磨門語

では全 く意思の疏通ができず, 福建人に とっては外国語にも相当す る北方 系 標 準語 を使 用 し

て, ようや く用件を達 し得た とし､うことである｡

中国人相互間に横たわる, こうした,主 として,言語の障壁な どの理由によって, 東南アジ

7その他国外において,親戚,ない しは,同郷人がほ とん どを占める都会,市街, 集落な どが

発達するのであって, これは, つぎに述べ るアロールジャングスの中国人の出身地を見るに当

つても,極めて参考になることであるC

坐

3

二

表

二謡

醐

:
中

也

A.J.中国人戸主の生地ならびに中国の出身地

福 建 省 1 広 東 省

村 仙 山 山 柚

､ 名 i都 遺 頭 遺
梁

1

言生 ; A･ J･生 れ 10 1 2 1 1

ヤれ

南 同 福

安 安 州

6

台 中 潮 汀 海

山 山 州 州 南 計

21

15

…

一

l

中 国 生 れ 9 5 2 - - 3 1 2 4 - 1 1① -

封

19 9 4 2 1 9 8 4 1
6=≡;=岩:Sl一二==

35 17 3 5 2 2 1

55 10 65

註 1.0印は客家である｡

2.汀州を広東省あっかいとした

表 3は,戸主のみについて,その生地,ならびに, 中国出身地の人数を示 したものである｡

一般に海外在住中国人 (華僑)の分類には,出身地や方言が基準 とされ ることが多 く, 普通,
4)

(1)広府封 (Kwong-fugroup),(2)潮 州岩 (Teochiugroup),(3)客家封 (Hakka,Khehgroup),

(4)福建討 (Hokkiengroup), (5)海南尉 (Hainanese,Hailamgroup)の 5者に分類す ることが多
5)

いようである (図 2参照)｡ アロールジャングスにも, 極めて少数のものもあるが, この 5着

はいずれ も在住する｡ しか し,全戸数65戸の中,福建省出身者が55戸, その中でも安渓県出身

者が35戸 と全戸数の半数以上を占め,圧倒的に多い｡福建省安渓県出身者は, 数の上で優位を

占めるだけでな く,経済的,あるいは,社会的にも極めて優勢であるが, これについては後述

4) 料 (Pang)とは,この場合,中国人同郷商人の団体,同郷会の意｡
5) Skinner,G.:ChineseSocietyinThailand,1957.pp.35-52.
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逮

広
莱

省

･111

北

図 2 福建 ･広兼両省略図

する｡また,表 3による戸主の出生地は,半数以上がマラヤであ り,総数の3分の1近 くが,ア

p-ルジャソグス生れである｡ その意味では, 彼 らはマラヤ生れの2世 と呼ばれるべきもので

はあるが, しかし,中国人の小学生でも,未だに意識の上では, 彼 らの父祖の中国出身地を,

彼 ら自身の出身地 と考えている｡ 多 くの若者に,出身地を尋ねると, 自分は, 福建人,あるい

は,広東人であるという回答が即座に返ってくる｡ しか し, 当該の省の何県であるかとい う点

になると, とくに広東省出身者は,父母に尋ねて, 明日にでも返事するとい う者が多かった｡

かつて中国-行ったこともない年少者 も含めて,福建人,広東人ともに, 同郷意識がかな り

強いようである｡ 中国人は,表面的には,顧客であるマレー人と談笑しているが, 内心では,

マレー人を蔑視 し,不信感を抱いているものが多い｡ それ と程度の差は大いにあるにしてち,

福建人 と広東人の言語や風俗,習慣の相違に由来する偏見は, 随所に散見されるように思 う｡

(写真 3, 4参照)oなお,アロールジャングスの中国人には, マラヤ中部の錫鉱山やゴム固か

らの流入者は認められなかった｡
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写 真 3 写 真 4

7p-ルスターにある中国人墓地は,福建,あるいは,広東省出身者のクラブ (会館)がそれぞれ

管理している｡福建人墓地は街の西方に,広東人墓地は北方にあり,たがいに約7マイルも離れてい

る｡アロールジャングスにおいてほ,現在でも,福建人と広東人の通婿の例は皆無に近いし,墓地に

至っては,まず絶対に混同することはない｡朽網と葬儀の面のみから見ても,同様に故国を遠 く離れ
た中国人相月二でありながら,何故このように区別をしなければならないものかと,いささか奇異に感

じる｡そして, 同省人の墓地の中でも,墓石の上部にさらに,死者の出身県,出身地を明記してい

る｡ 写頁 3ほ福建省南安県出身者のものであり,写真4ほ嘉応 (現在の広東省梅県一束1160,北24t'

附近)出身者の合同墓である｡なお墓石の建立年号も,古いものでは写真4のように活代の光緒 (西

暦1874年～1908年)年号のものもあれば,艮国のものも多い｡最近数年の建立にかかるものだけが,

写真3のように,民国年号を廃して,西暦年号を使用している｡

アロールジャングスの中国人は,そのおかれた環境に も拘わ らず,上述の ように, マ レー人

とは文化的,社会的に も全 く異なった生活を してお り, 中国人 としての民族意識 も甚だ強いも

のがある｡ しか し, 自分達 もマ レーシアの公民であ り, マ レー人 と全 く同様に, 公民 としての

権利を享受すべ きものであるとの考えは, 巨二だ強烈であ り,最近, 政府に よって行なわれてい

る一連のマ レ-化政策,例えば,公務員の採J乱 新規企業の許可, 政府補助な どにおけるマ レ

ー人優先に対 しては,異 口同音に不平,憤感を訴える｡ 彼等は一面において, 中国人 としての

強い民族意識を もつ と同時に, マ レ-シア公民 としての強い権利意識 ももっているのである｡

中国生れの老すべてにつし､て,その人 口を年 令 ･性 別に示す と,表 4のようになる｡ 中国生れ

の中国人は,ほ とん ど,5O才代か ら70才代の間に分布 してお り, それ以下に も散見せ られ る｡

50才代か ら70才代の中国生れ中国人には,1910年前後一宿末, 民国初期の ころに, 中国,主 と

して,屋門港か ら出港 して, シソガポ-ル,ペナ ン, アロ-ルスターな どを経て, 先に述べた

クバ ンシアム,あるいは, アロールジャングスに来村 した ものが多い｡ それ以下の1里亡になれ

ば,第 2次世界大戦の終 るのを待 って,父の業を継 ぐために, あるいは父 と交替す るために来

村 し,女子にあっては, 妻子を残 して出稼 ぎに来ていた主人に迎えられて釆村 した ような事例

が多い｡ 調査の示す ところでは,1949年の共 産 革 命 以 後 の来航者は, 2名を数えるのみであ
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り,祖国遊覧のための旅行者を除

いては,中国本土 との来往がほ と

ん どない ことが判る｡

表 5は, 中国人の来村順位等を

示 した ものであるが, これに よっ

ても, さきに 述べた クバ ンシ ア

ム,ない しは, アロールジャング

スは初期か ら,ほ とん ど,福建省

南部出身者に よって占め られてい

た ことが判 る｡ 初期の釆村者は,

もちろん,徒手空拳,無資本であ

ったので, マ レー人の小作人 とな

り,あるいは,小資本でもできる

行商人 として,荷物を担いでマ レ

表 4 A.∫.中国人年令 ･性 別 にみた中国生れ人口

年 令 ; 男

1

20 - 24

25 - 29

30 - 34

35 - 39

40 - 44

45 - 49

50 - 54

55 - 59

60 - 64

65 - 69

70 - 74

75 - 79

80 - 84

計

1

2

2

6

6

3

5

3

4

1

女

(
1

一

2

2

1

3

3

2

3

f

3

一

一人の村落をまわ り,いずれ も勤倹貯蓄 して,後 日のために基礎を作 ったものである｡ 中国人

が , 最初に クバ ンシアム,あるいは, アロールジャングスに釆村 した正確な年次は, 初期釆村

者の子孫に質問 しても,明確な回答は得 られなか ったが, 表 5に よる釆村順第 8位の世帯番号

(26)は,現在生存 している者では, 釆村が最 も早いものであ り,彼は60年前に来村 した とい

う｡ また, 同表,来村順第12位の世帯番号 (4),戸主の父は,現在在世 して い る もの の中で

･∴ _ :---__ _-_ 一 章≡ , :-:∴ t ~̀∴ 二 ‥ 1.__ :･::∴ =i-=I_ ･-:∴

A.∫.中 国 人 釆 村 順 氏 名 等

l

2 : 4

1

3 t 91

6 1 51

V 芸

10 1 60

ll [ ?

叔

夫

曽

叔

本

岳

林

本

の

父

祖

父

父

父

人

父

福建南安 .商 業

安渓山道 ! 〃

l

福建岡安 ≒農 業/
ケ ーク

安渓仙都 商 業

!広東台山

r広東汀州

文 宗 ?

ク

ク

ク

業

業

農

商

//

無

阿

鼻

農

雑

金

薬

精

職 ㌔ 下

片 の 店 1 下

業 (小作) ! 中

業 (自作) 【 下
貨 店 店 主 上

鼠 店 主

米 所 経 営 者
?

(釆村順 2に同じ)

雑 貨 店 店 主

//
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下

上
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下

中

下

下
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は,来村順は第 2位になるものであるが,彼は53年前に釆村 した とい う｡ 古老の言を総令す る

と,最も初期の中国人釆村年次は,ほぼ,65年 ぐらい以前 と推定できるようである｡

中国生れ中国人の釆村事情及びそcj)後の生活状況な どを, 2, 3概説するとつぎのようにな

:,:‥
6)

1,世帯番号 (26),金舗 (金装飾品製造,販売業),79才は,広東省台山県の農家に生れたG

家が舘 しく,単身ボルネオI-- LJ)どこであるかを本人は記憶 Lていない- に出国 L, ここで

約 1カ年居住 して,金細工 (打金)を習得 した｡ ついで,シ ンガ ポール,ペ ナ ンなどにおい

て,金細工の職人を し,今か ら,60午前, アロールジャンブスに来村 したO 当初は,資力がな

いので,店舗を開 くこともできず,マ レー人の村落をまわ って金細工の注文をとり, 自分の家

で作製 して,代償を受取 り,刻苦耐労,倹約節省 して資力を貯え, その間に,土地,家屋を購

入 して,1930年 ごろには,集落でも屈指の財産家,有力者になった｡ このことは,1929年に創

設せ られたアロールジャングスの中国人小学校 (写真 5参照)の数名の募金功労者に, 彼が名

をつ らねていることによってもうかがえる｡ 彼には, 正夫人 と第 2夫人 とがあ り, ともに同店

写真5 集落の中央部に中国人小学校がある｡正式には,文聾学校国民

型華文小学校 〔BOON HWA NationaトType (Chinese) Primary
School〕という｡もちろん,中国人のみの,中国教育の学校である｡

教育については,別に述べるが,学校には,日本の小学校と同様,児

童の書,画,工作晶などを展覧している｡写真は毛筆で書かせた,辛
業生送別の辞の最優秀のものである｡ 平素は略字,当て字を多く書

き,ボ-ルペソ (原子筆)を専用する児童も,ここでは,折目正しく

作文と習字をした例である｡なお,文中,現在の中華人民共和国が使
用している略字の例は全くなく,また,中国の古い例にしたがったも

のか,句読点は一切つけていない｡

6) 年令はすべて数え年｡
7) lrelong≒2町 5反｡
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していたが,第 2夫人 との

間に3男があ り,1955年 ご

ら, 長男に南都で錫鉱山を

経営させたが,それが失敗

に終 り,約M$20jju)損失

を蒙 り,その土地60ル ロン
)

(reiong一一畝)を売却 したU

また, アロールジャングス

にも, 5, 6軒Li_)宅地 と家

屋,その他土地を所有 し,

元来の金舗 と,後に 2, 3

男を中心に兼営 した洋貨舗

･雑貨店 (布類,衣類,そ

の他の日用品,化粧品店)

は,繁栄 してお り,集落の

人の評価によると, アロ-

ルジャンブス第 4位の金持

ちといわれている｡ 彼の正
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夫人は数年前に死去 したが,第 2夫人とその2男, 3男及び内孫 7名など14名とともに, 楽隠

盾をしている｡ 彼は釆村以来60年,その間に 1度も帰国したことがなく, また,少数派の広東

人であるためか,7p-ルジャングスには親戚,姻戚がない ｡ しかし,在世する中国人では最

も早期に来村した高令者であり, 集落内では数少ない広東省出身者の重鎮ともいえる人物であ

7
,J o

2.世帯番号 (4),戸主の父,郁子の実干 し (晒榔十),67才は, 福建省安瑛県仙都村に生
8)

れた｡宿代の光緒30年代に生れたといっているが, 正確な誕生年月日は記憶 していない｡ 生家

は農家で,姉 2人,兄1人,弟 1人の6人兄弟で,極めて貧困であった ｡ 彼より先に,兄が表

5による来村順第 2位の叔父を頼って, クバ ソシアムに来ていた｡ 今から53年前,彼が14才の

とき,故郷に帰って来た兄につれられて,来村した｡ 後に兄は, 父をもマ ラヤに連れて釆た

が,父は病のため, ベラ州で死去 した｡ 彼の叔父は雑貨店を開いていたが, 1930年ころに,

中国人は漸次アロールジャソグスに集中して居住するようになった｡ 彼はアロールジャングス

に移ってか ら, 雑貨店を開いていたが, 1952年に失火し, 店舗,家屋を全焼したため, その

後,快復 し得ない｡彼は22才のとき1度帰国したことがあるが, その後,40数年帰国しておら

ず,また,現在の境遇では,それを望むべ くもない｡ 長男は他出し, 2男がアロールジャソグ

スで小さなコーヒー店を開き, 3男は魚の行商, 5男は失業状態であり, アロ-ルスタ-に嫁

いだ嫁の家に寄宿し, アロールスターにある親属団体の九竜堂林姓公会か らの奨学金で,高等

中学教育を受けさせた 6男も,卒業後就職先が決っていない｡ 6男から筆者-の最近の来信に

よると, ｢人が多すぎるこの社会では, 1つの仕事を探す ことは, 如何に難かしいことか｡し

かし,私は忍耐できる｡ そして, 天が真面目なものを苦しめない であろ うことを信 じる｡現

荏,私は親戚朋友,四方,八方に依頼 して,その返答を待っており, 天が私に 1つの理想の仕

事を与えてくれるであろうことを取っている.｣と記 している. マレ-シアでも, とくに, ア

ロールジャングスのような辺境地区の, しかも,有力者でないものは, 現在,非常な就職難に

悩んでいることが判る｡

そして,彼は67才の老令なが ら,マレー人から郁子の実を買い, それを割って中の旺乳を干

し, コプラ (榔干)を造る,労多 くして,利益の少ない仕事を細々と続け, 息子達の零細な収

入と合わせて,親子,息子夫婦,孫の17人の家族が生活をしている｡ 彼の仕事は,その外に,

孫達の相手をすることであり,話の合 う同年輩の友人を訪ねて, よもやま話をするのが日課で

あり,唯一の楽しみのようである｡ 故国には40数年も会っていない実弟が在世 しているが,そ

の弟から腕時計1個を送付するよう依頼を受けても,送付してやれないような現況である｡

3.ついで,世帯番号 (14), 雑貨店経営, 39才, 福建省安瑛県仙都村出身は,故郷で初級

8) 彼は,光緒30年代に生れたといっているが,年令が事実67才であれば,光緒20年代のはずである｡
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中学を卒業 し,1947年, 日本軍敗戦後の中国国民党統治時代に, アロールジャングスで雑貨店

を経営 していた実父の業を継 ぐため,単身来村 した｡ 父は,産門で移民専用の旅館 (客棲)を

経営 していたが, 日本軍の度門進攻による兵乱を逃れて, シンガポールにいる親戚を頼 ってマ

ラヤに来,その後,ペナソを経て, アロールスターに入 り, 同地において新貨店を経営 してい

たが,1942年, 日本軍のアp-ルスタ-進攻を逃れて, アロ-ルジャンブスに来村 した もので

ある｡ 彼の父は,妻子を故郷において,単身屋門を脱出 した もので, その後,現地妻を繁 り,

5人の子女をもうけたが,第 2次世界大戦後帰国する際には, 現地妻及び子女を全員故郷に連

れて帰 り,現在では,屋門には父と第2夫人 とその家族,出身地の安渓県には, 正夫人 と世帯

番号 (14)の実弟がいるo正夫人は,かつてマラヤに釆た ことはな く, 父は生活上の必要か ら

第 2夫人を要るに至 った もので, この間の事情は,家族は全員理解 している｡ 現在,父が主 と

して,度門において,第 2夫人 と同居 しているのは, 第 2夫人の子女が幼いとい う理由のみに

ょるものである｡ 彼の言によると,父は円満な人格者で, 正夫人 と第 2夫人を平等に待遇 し,

家中は至 ってなごやかであ り, 彼 も第 2夫人のことを, 母 (嬢描), 同じくその子女を弟妹 と

呼んでいる｡ 実母は,彼の弟が面倒を見てお り,食べて,着て, 生活 して行ける (有吃有穿)

ので, アロ-ルジャングスか ら送金す る必要 もない ｡ ただ,父母 とも老令であ り, ｢いざとい

う時｣,電報で 2, 3日, 更に出国手続に約 1カ月もかか り, 間に合わないため, 1965年 3月

か ら5月まで,帰国 して父母に会 って来た｡ 彼は, ｢父母在,不遠千里釆相会｣ といって,父

母に会 うために,遠路帰国 して,孝養を尽 した ことを誇 らしく語 って くれた｡ 彼の帰国感想談

は後述す る｡

3 経 済 構 造

アロ-ルジャソグス周辺に居住 しているマ レ-人のほとん どが, 稲作のみを事 とす る農民で

あるのに対 し,アロ-ルジャングス居住の中国人は, 表 6,生計担当者の職業が示す ように,

雑貨店店主をは じめとす る小売店店主,精米所経営者, その他,店員,労働者,行商人などが

多い｡ また,表 7,個人別職業,表 8,家族従業員, 表 9,集落外-の通勤者を見ても,同様

のことが指摘 される｡

アロールジャソグス附近一円の水田の中に点在す る中国人経営の精米所 (米較)と, 精米所

のあるところ,必ず附随す る中国人集落, その集落の店舗の大半を占める雑貨店は, この地方

での中国人の経済活動を象徴 しているかのようである｡

マ レー人農民は, さきに も述べた ように,全 く稲作ができるだけで, 例えば,畑野菜 さえも

物である米穀の流通に関す ることは, すべて,中国人の精米業者あるいは,その他に委ねてい

る｡
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表 6 A.∫.中国人生計担当者の職業

職 業 数

雑 貨 店 店 主 13

金 舗 店 主 4

精 米 所 経 営 者 3

薬 屋 店 主 1

イ

魚

魚

ア

職 業

露 天 商

行 商 人

‖‥ノクス ム行 商 人

に わ と り 行 商 人

生 果 店 店 主 1 ! 大 工

材 木 店 店 主 1

自 転 車 店 店 主 2

コ ー ヒ ー 店 店 主 4

仕 立 屋 店 主 1

理 髪 店 店 主 1

阿 片 の 店 店 主 2

ト ラ ッ ク運送 業 ( 運 転 手) 2

雑 貨 店 店 員 3

材 木 店 書 記 1

コ - ヒ 一 店 店 員 2

精 米 所 労 働 者 10

精 米 所 エ ソ ジ ニ ア 1

精 米 所 ト ラ ッ ク 助 手 1

農 業 ( 自 作)

農 業 (小 作)

I
数

千

-

l

l

-
才

-

精米業老 とい うのは,単に賃撮きのような精米を行な うのではな く, 米の仲買い商人をも兼

ねているのである｡ また,雑貨店は,農具,肥料,薬品,衣料,調味料,缶詰食品, 塩干魚,

菓子類,煙草,石油, ｢酒類｣に至るまで, 附近のマ レ-人農民が簡易な生活を営むのに必要

な ｢雑｣なるもののすべてを販売 している｡ 逆に言えば, マレー人農民が,生活 して行 くため

には,中国人雑貨店は必要不可欠のものになっている｡ しかも,マレー人農民は,収穫後の数

ヵ月間を除いては,その日暮 しにもならない経済生活を送っているために, これ らの中国人雑

貨店か ら物品を購入するに当って,現金では購入し得ず, 多 くは12月か ら翌年の1月ごろ収穫

される籾による支払いを約束する｡ 言いかえれば, 籾を担保にした掛買いを してい るのであ

る｡ 掛買いの客は,品物に多少掛値があると気付いても値切れないし, また,購入期か ら収穫

期までの利息も当然加算される｡ こうして,雑貨店店主は, 雑貨を販売するのと同時に,籾の

買い付け業をも兼営したことにな り,精米業者の前衛 となっている観がある｡

雑貨店店主は,長年マレー人農民と接 しているか ら, マレー農民個々の信用度,生計や収穫

の状況を熟知 してお り, 支払い可能 と認め られる限度内に お い て掛売 りを行ない, 時 として

は,金銭の融資まで行な うものもある｡ また,信用度の低いマレー人に対 してほ, 物 々交換方

式によるか,確実な保証人を立てさせるとか,あるいは,土地証書 (landtitle)などを抵当物

件とし,納入させている例もあるとい うことである｡

雑貨店が商品の卸価格と小売価格との間の利潤を得るだけの, 単なる小売商にとどまるもの
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表 7 A･J･中 国 人 個 人 別 職 業

職 業 男 女 職

雑 貨 店 店 主

金 舗 店 主

薬 屋 店 主

生 果 店 店 主

材 木 店 店 主

自 転 車 店 店 主

トラック運送業(運転手)

コ - ヒ - 店 店 主

仕 立 崖 店 主

理 髪 店 店 主

洗 濯 屋 店 主

阿 片 の 店 店 主

雑

金

生

材

自

貨

果

店 店 員

舗 店 員

店 店 員

木 店 店 員

転 串 店 店 員

コ ー ヒ ー 店 店 員

仕 立 昆 店 員

中 学 校 教 員 1

精 米 所 トラ ッ ク助 手 2

(註 :14才以上,ただ し就学者を除 く)

表8 A.J.中国人家族従業員

職

禿

木

立

窟

金

材

仕

員

員

員

員

種

㌃

店

店

店

"
店

店

屋

女

0

0

0

0

1

宿

柄

栄

業

営･･･=所

書Ir･川.,

栄

精 米 所 - ジン

精 米 所 トラツ

精 米 所 労

負負

鶏

そ

露

行

行

他の

や し の

R

新

大

"
農

農

の

雇

運

働

ク

ニ

転

商

天

商

商

行

者

記

実 干 し

し､

用 配 達

工

女

.
2

男

.
2

1

1

1

15

1

5

1

2

1

2

2

3

業 (自作) 2

業 (小作) 2

事

汁

70

職 9 52

明 2

117 126
243

であるな らば,ア ロール ジ ャ ンブスは もち ろ

ん,附近集落を含めて,中国人の繁栄はあ り

得ないと思われる｡

収穫期になると,雑貨店店主は,精米所の

労働者などを臨時の手伝い人として,桝 (ま

す,中国語では一斗-)と麻袋を携えて,マ

レ-人農家へ籾取 り (量 殻 , もみはか り)に行 く｡ 雑貨店-の支払いのために, マ レ-人農民

が籾を売却 して,現金を持参するのでもなければ, 籾を自分で量 って持参するのでもない｡例

外な く,雑貨店の店主がマ レ-人の農家-出向いて, ｢持参｣の桝で, ｢自分｣が量るのであ

る｡ 籾を量ることについて, これ以上立入った説明は, 差さわ りがあるので,あえて,行なわ

ないことにする｡

9J
また,マ レー人農民は,籾を計量す る とき, ガンタソ (gantang一斗),160ガンタンをもっ

9) 1gantang≒2.5升｡
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表 9 A.∫.中国人の集落外-の通勤者

世帯番号 1 年 令 通 勤 先 】 職

16

22

49
ク

ク

ク

50

51

52

54

55

74

86

85

8

2

2

3

6

3

7

7

0

3

0

9

1

9

8

7

3

2

5

2

2

1

4

2

5

4

3

5

1

1

1

檀

KubangRotan 精 米 所 労 働 者

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

?

?

AlorStar

SimpangEmpat

AlorStar

// //

ク ク

精 米 所 ト ラ ッ ク 助 手

コ ー ヒ ー 店 店 主

精 米 所 ト ラ ッ ク運 転 手

精 米 所 ト ラ ッ ク 助 手

精 米 所 雑 工

精 米 所 労 働 者

′ク //

//

材

精

中

新

栄

国

聞

ク

ク

書昆 記

老

師

達

て 1クソチャ (kuncha一車) とす る如 く容量を用いるのに対 して, 中国人が籾を取引きす る
10)

ときには,斤,担な どと中国の重量による｡ 容量か ら重量-の換算に当って,良質の籾であれ

ば1クソチャで670斤,普通籾で 620斤 くらいの重量があ り,不良のものでは 600斤,580斤の

ものもある｡ この籾の晶質を鑑定 し, 容量か ら重量-換算 して籾の価格を決定するのも計数に

明かるい中国人に主導権があるようである｡

これに加えて,雑貨店店主の若干の者は,収穫が終 ると間 もな く, マ レー人農民と,前金支

払いによって小作契約を結ぶ｡ これは,私的な契約ではな く,区長 (penghulu)の事務所で,

貸借当事者が公的な契約を取交わす (立合同) ものであ り, 1カ年 1ルロン当 り, M $100程

度が,その一般的な契約相場である｡ これは, マ レー人相互での小作料が 1カ年 1ル ロ ン当

り,籾による後払いで M $70ぐらいであるのに比べて, 割高になっている｡ 1カ年契約のも

のもあれば,長期のものでは,10年 くらいのものもあ り, 10年期間のものになると, 1ルロソ

当 り,M$800程度にまで下 るとのことである｡ 小作契約を結んだ雑貨店店主は,マ レー人農

民を雇傭 してすべての耕作,収穫を行ない,その間の利益を得るのである｡

以上のような雑貨店の多角的経営は,雑貨店をい よいよ有利な企業に し, 中国人は, まとま

った資本を得ると,先ず雑貨店を経営す るとい う傾 向を生んできた｡

アp-ルジャングスの中国人の小売商の中で, 雑貨店についで 多 い の は金舗である｡ 金舗

とは,金装飾品製造,販売業 とい うべ きものであって,金の指輪, ブロー チ, ネ ックレス,腕

輪な どを製造,販売す る｡ 附近のマ レー人は,装身具 として, 黄金のみを尊ぶ傾向があ り,自

10) 1斤 ≒600g,160匁｡
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金,宝石の類を身につけているのは見かけた ことがない｡ 金舗関係者の言 うところでは,白金

は銀 と見 まちがえ られるので価値がな く,一般に好まれない とのことである｡ また,マ レー人

に とっては,金装飾品を購入することは, 自らを装飾す るばか りではな く,金の換金性が高い

ため,同時に貯蓄の役割 も果 し得 られ,出費の必要があるときには, 簡単に売却できる利便 も

ある｡

金の純度は,純金,22金,18金,14金 と称 して判 らない こともないが, 普通,純金 (足金),
ll)

9割金 (文成金), 8割金 と表示す ることが多 く,8割金か らは,ず っと下って,3割 5分金 と

い うようなものまであ り,マ レー人農民の大 きいネックレスなどは, この種の金含有量の極め

て低いものが多い とい うことである｡

アロールジャングスには,公認の質屋はない｡ しか し,中国人の金舗は自己の店舗の製品に

は固有の刻印をお し,かつ,販売に当っては証明書 も添付 して, 持主が金銭を必要 とするとき

には, 自己の店舗の製品に限 り,価格の13%引きで,買いもどしを行な うことに している｡) こ

のようにして,金舗 もまた,金の小売利益に とどまらず,加工賃金, 買いもどし再販売など,

多角的な収益を得ていることがわかる｡

海外在住中国人の職業は,通常, その出身地などによって概略区分することができるとされ

ているが, アロールジャングスにおいても,ほぼ,同様の ことが言い得 る｡ 居住者の多 くを占

める福建省南部出身者は,多 く商人的であ り,先にのべた雑貨店店主, 店員お よび精米所経営

者,労働者はこれに属する｡ 広東省出身者の中の,海南島出身者は,鞍客業, 飲食業などに従

事す るものが多い と言われているが, アロ-ルジャングスにおいては, 1戸のみの海南島出身

者が貧弱な コーヒー店を経営 している｡ 広東省中郡出身者は, 職人的であるとされているが,

アロールジャソグスにおける4戸の金舗店主は, 1戸が広東省北部出身者であるのを除いて,

他の 3戸は,いずれ も, この地方の出身者であ り,ただ 1戸ずつの理髪店, 洗濯屋 も同様,広

東省台山県の出身者である｡ また,客家出身者には,薬屋を開 くものが多いとされているが,
12)

アロールジャングスでただ 1戸の薬星は,汀州出身の客家である｡

一般にマラヤでは,中国人は裕福であ り, マ レー人は貧困であるといわれているが,少 し立

入って,中国人の経済生活を見ると, アロールジャングスには乞食 こそいないが, 日々の飯米

にも頭を痛めるほ どの家族 もな くはない｡ アロールジャングスで, 最 も裕福 と見 られる家族

は,村人の意見を総合すると,つ ぎの5戸であるO

順位 (世帯番号) 家の職業

1 (60) 精米所経営

ll) 文は蘇州嘱字という中国の特殊な数字で9を表わすo成は日本語の割に当るo文成金はi9000金･ 9割
金のこと｡

12) もと広東領,現在の福建省長汀県附近8県の旧称(図1参照)｡使用語は,広東語に近く.アロールスタ
ーにおいても,広東人としてあっかわれている｡広東聾汀州会館とは広東人と汀州人のクラブのこと｡
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(18) 雑貨店店主

(28) 雑貨店店主

(26) 金 舗

(21) 雑貨店店主

なお, この5戸は,いずれも自家用車を所有 している｡

また , ある中国人に, アロールジャングス中国人全戸の階層評価を上,中,下の3区分に分

類してもらったところ,表10,生計担当者を職業別に見た階層評価に示す結果を得た｡ アロー

ルジャングス中国人65戸の中,上位に格付けされている家族は,上記の5戸に,世帯番号 (61)

の精米所経営者 (株主)を加えて 6戸であ り, その内訳は,雑貨店店主 3,精米所経営者 2,

金舗店主 1になる｡

表 10 A.∫.中国人生計担当者を職業別にみた階層評価

評
職 業

上 中

精 米 所 経 営 者

雑 貨 店 店 主

金 舗 店 主

そ の 他 の 店 主

トラ ック運 送 業 運 転 手

農 業

店 員

精 米 所 労 働 者

精 米 所 ト ラ ッ ク助 手

行 商 人 (含 露 天 商)

大工およびその他の労働者

不 明

計

60,61

18,21,28

26

1, 3,14,15,27
35,37,45,47

22,46

33,44,68

77

42

75

25

40

2, 4,12,20,38, 39′,43,

48,71,94

88

51,69,84

49,53,55,82,85

16,50,52,54,60,62,66,
74,79,86,91

92
24,57,70,72,73, 80

i71′

. 43

註 :数字は世帯番号を示す

また,中位に格付けされているものの中でも, 雑貨店店主 と金舗店主が絶対的多数を占めて

いる｡ これによって,さきにも述べたように, 精米所,雑貨店,金舗の3職業が,アロ-ルジ

ャングスにおいては,圧倒的に有利なものであることが うかがえる｡

下位において,特に 目立つのは,その他の店主,精米所労働者および行商人である｡ その他

の店主 とい うのは,例えば, コー ヒー店 (中国語では蜘排店一喫茶店),自転車店,薬星など

を指す ものであるが, これ らは,貧弱ながらも店舗があるため, ここでは, やむな く店主 と記

しているが,実態は,屋根のある,定着した露店 とい うべき程度の, 貧弱な店舗に過ぎない｡
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精米所労働者は,仕事歩合による極端な能率給的 日給であるが, 普通の米運搬人 (米かつぎ)

で, 1カ月実働20日程度で,月収 M $150-170であ り,収穫期になると, 臨時収入をふ くめ

て,M $400前後の収入があるとい う｡ そ して,農業従事者が, 自作, 小作を通 じて,いずれ

も10ル ロソ (約 2.5町)位の水田を耕作 しているにもかかわ らず, 1戸の中位を除いて, 他は

いずれ も下位に格付けさjlているのは, マ レー人の10ル ロン耕作農家 といえば富農に近い とみ

なされ るのに対比 して, きわめて対照的である｡

なお,表 10は,中国人家族の経済的地位を総合的に検討 して, 相対的に 格付 け を したもの

で,各戸の財産,お よび, 金銭収入に対す る家族数な どを厳密に計算 して作成 したものではな

い｡ しか し, これによって,全戸数65戸の中, 上位 と評価 された もの僅かに 6戸に対 し,下位

と格付けされたものが43戸 もあって,マ レー人 との対比においては, 中国人は一般に裕福であ

るとは言い得ても,中国人内部では, 相当の貧富の差があ り,かつ,貧者の数が圧倒的に多い

ことが うかがえる｡

また,中国人は貧困者であっても,家族, よそに家庭をもっている兄弟, 姉妹および親戚,

姻戚の継続的,あるいは,臨時的な相互協力に加 えて, 当該家族の克己心, 勤倹などによっ

て,極端な困窮者は少ないように見受け られた｡

表11,宅地 ･家屋の所有状況は,宅地 ･家屋の所有者,ならびに, 借用者を世帯番号別に示

した ものである｡ 表10において上位に評価 された最 も裕福 と見 られる者でも, 必ず しも宅地 と

家屋を自分で所有 しているとは限 らない｡ 例えば, さきに最 も裕福なクラスと評価 された世帯

番号 (21)は,来村 して45年になるにもかかわ らず, 未だに宅地はもちろん,家鼠さえも他人

のものである｡ また,同様上位の,世帯番号 (28),(60),(61)は,家屋だけ自己所有であ り†

宅地は他人のものである｡ そ して,その家屋 も決 して, 永住のために作 られた とい う程のもの

ではない｡ これによって, アロ-ルジャングスの中国人の故郷に対する愛着, 送金,錦衣帰郷

を望む習性な どが,出稼ぎ地において,強いて不動産を取得 しない とい う, こうした結果をも

た らしたものと推測できるようである｡

しか し,世帯番号 (48)と (86)が,現在の階層評価が下であるに もかかわ らず, 父の遺産

である宅地 ･家屋をかな り所有 し, 世帯番号 (28)が自己の住む宅地 ･家屋の外に, 4軒分の

宅地 ･家屋 と1軒分の宅地を所有 しているのが特に 目立つ｡ これは世帯番号 (48)の父,福建
13)

省岡安県出身が最 も早 く当地に来た中国人 とされてお り, 世帯番号 (86)の父が来村順第 4位

であ り, また世帯番号 (26)が来村順第 8位で,現在在世する中国人の中では, 最 も早期に来

村 した中国人であることを考慮に入 れると (表 5参照), 以前は, 土地の取得 も容易であ り,

永住の決意をもったものは,不動産の取得にも配意 していたのではないか と考えられる｡

13) 表 5においては,来村順第4位の世帯番号は (71)になっているが, (71)は (86)の兄｡
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表 11 A.∫.中国人宅地 ･家屋の所有状況

28;35:42 45;48

所 有 者

宅 地

所 有 者 ＼】有

ア
ロ
ー
ル

二言 言 E:

8

5

2

5

2

3

4

4

1

7

6

5

7

8

アロールスターの女地主

アロールスターの中国人

SyedHamid

37,44
47

52,53
54

25,85
88,91

79,81
82,84

70,71′

60,61

Hj.Ramli

その他のマレー人 : 28

註 :数字は世帯番号を示す

14)
しか し,現在では,裕福な ものの中には,財産はなるべ く金, または紙幣で所持 し,機会が

あれば, アロールスタ-の ような生活環境 のよい市街地に移住 しよ うとい う考えが強い｡ 例え

ば, アロールジ ャソグスの 中国人の中で, 最 も裕福な ク ラス で あると言われている世帯番号

(18) と (60)は,実兄弟であ り, 数年前 までは その長兄 も 含めて, 3兄弟が アロールジャン

グスに居住 していたが, 長兄は商業の関係で数年前に アロールスタ-に転居 し, 2男である世
15)

帯番号 (60)も, アロールジャングス, アロールスターお よび アイ-ル ヒタム (AyerHitam)

14) かつての中国では,紙幣の信用度は非常に低かったが,マラヤではその信用度は極めて高い｡

15) アロールジャソグス北方約7マイル｡
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(15)の 3個所に精米所を経営す るなどの要務をもち, 自家用車で, 午前中は7ロールスター

に,昼食はアロールジャングスに帰 り,午後は, また,アイ-ル ヒタムへ と車を走 らせるのが

彼の 日課にな り, アp-ルジャンブスを起点 として,彼の活動は南北に巾広い､)

また,世祷番号 (26)の 2男も, 数年前に, ア ロール ス ターにおいて,貸店舗をみつけた

が.最終的には価格の点で移転は実夢鉦こ至 らなか った とい う｡ 彼の家は.銀行にさえ信をおか

ず,家の中に現金を貯わえ,平素でも日没早 々には戸 じまりを し, 警備用 も兼ねて,常に 2丁

の猟銃を常置 している程である ､
1(い

アロ←ルジャンブスには現在の と ころ, 上水道 もなけiMf, 一切の娯楽施設 もな く,電燈

は,私設の発電所か ら夜間のみ燈火用 として僅かに供給 されるに過 ぎない｡ 一方,商業の画に

おいては逆に,道路の開通,交通機関の利便によって, アロールスター-の吸収が顕 著にな り

つつあるので,有力者の離村の傾向が今後一層強 くなるのではないか と考えられる｡

アロールジャングスでは,中国人でも, もはや敬業を得 ることが容易ではな くなった｡ 中国
17)

人の子沢山に加えて,近時,政府の行な う一連のマ レ-化政策の推進によって, 先にも述べた

表 12 AJ.中国人無職の性別 ･年令別

女
午 八日

9

4

9

4

9

4

9

4

9

4

9

4

9

4

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

】

I

-

一

J

I

一

l

一

I

I

一

l

l

一

5

0

5

0

5

0

5

0

5

0

5

0

5

0

…

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

…

男

1

2

1

1

1

1

1

1

23

7

2

3

5

4

4

事

…

響

l

l1

M

は

-

-

4

-

家

4

52 70

討

完

-0

15

14

12

7

7

7

8

｡

5

1

5

1

忘

122

16) アロールジャングス中国人の中で,世帯番号 (26)だけがテレビを備えている｡ただし,電気は夜だ

け供給されるので,昼間は視聴できず,チャンネル (播帯)数は1つだけ｡テレビは日本製｡一般家
庭には, トランジスタラジオが普及している｡

17) 例えば,世帯番号 (14)は39才で8人の子女があり,将来も産児制限 (節育)などしないと言い,ま

た,世帯番号 (26)の2男は33才で5人の子女があり,生んでおけば何とかなると楽観している｡な

お,アロールジャンブスにおいては,避柾薬,避妊器具などの販売は見当らなかった｡
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ように新規企業の許可,公務員の採用等において, 中国人は, マ レー人に比 して,かな り不利

な立場におかれたため,中国人の職業,就職難は現在でも,相当厳 しい ものがある｡ アロール

ジャングスの青年の中,1965年12月に 2名が中国系の高等中学を卒業 したが, 卒業を控えた 8

月末 ごろにおいても, 2名 とも就職の見当が全 くついていない状況であった｡

表12は,無職の性別 ･年令別 (女性の家事従事者を含む)人員を示 している｡ この表の示す

ところに よれば, まともな職のない者は,24才までの独身の女性 と, 55才以上の男女に多い こ

とが判る｡ だいたい,女性は55才,男性の場合は, 65才 ぐらいか ら隠揖 しているように見受け

られ る｡ さきに,学校卒業者の就職難のことを述べたが, それでも,無職の若年者の数は, マ

レー人の場合に比べて,はるかに少ない｡ マラヤでは,中国人の勢力が比較的弱い とされてい

るケダー州においても,民間の企業はほ とん ど中国人の手中にあって, 現在の ところでは,就

職の熱意があ り,条件の高望み さえ しなければ,なん とか職業にあ りつき得 ることを示 してい

る｡

表13は, アロールジャングス中国人の集落以外の地での就業状況を示 したものである｡ アロ

表 13 A.J.中国人の A.∫.以外の地での就業状況

LH.-::;Jrrり p-卜との['L:J :'1.ト 十 '∫･ ･.l ･;I ll-'( :･_ll 】r:li. j･盲■～

22 . 息 子
〟

ク

26

23

39

39

ク

48

ク
ク

52

60
ク

ノク

69

71

7 4

91

子

〃
ク

ク

ク

ク

娘

ク

ク

ク

ク

娘

白
山

子

子

娘

ク

ク

ク

良

息

4

3

0

1

8

2

9

7

2

1

2

3

6

5

3
2

9

5

!

4

2

2

2

4

3

3

1

1

4

3

2

2

1

1

1
2

3

1

i

3

ク

ク
ク

ク

ク

女

男

ク

ク

ク

ク

女

男

女

男

ク

ク

ク

ノク

Gurun

Butterworth

AyerHitam

AlorStar

/ケ

自

家

鍛

白

金

楕

左

女

動 車 運 転

具 足 書

冶 屋 職

手

記

人

動 車 修 理 工

舗 (下 請)

米 所 横 械 工

官

中

〃 l コ ー ヒ ー 店 店 員

Jク アイス ク リー ム行 商

〃 精米所 トラ ック運転手

A y e rHitam コ - ヒ - 店 店 員

A lorStar . 女 中

ノク

不 明

A lorStar

ノク

/:/

･ク

不 明不 明

学 校 書 記

不 明

書 店 店 員

建 築 商 株 主

註 :未だアロールジャングスに生活の根拠地を置くもののみ
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マラヤ北西部における中国人集落の構造 (_L)

-ルジャンブスか らよそ-の通勤者については,表 9に示 した｡ 学校を卒業す ると若者は外部

に職を求めて出稼ぎに行かなければな らない｡表 9のアロ-ルジャンブスか らの通勤者の中に

は,申 自習の著が散見 され, 通勤先は, 7ロールジャングスに隣接するク/ミソロタンが圧倒的

に多 く,その職種は精米所労働者及び精米所の トラック運転手,助手な どが多か -JたO

これに反して,表13に示す出稼 ぎ人の場合は,若年者がほ とん どを占め, 出稼 ぎ地は, アp

-ル スタ-が圧 倒的に多 く,そU)職種については全 く区々である｡

アロールジャンブスか ら僅 々5マイルの距離にあ り, バスに乗れば30分程で通勤 可能なアロ

ー~ルスターに,ほ とん どの若者が住み込みを していることは, 現地の雇用慣習,お よび,初級

中学卒業者で, 1カ月約 M $70程度の収入では, アロールジャングス-→アロールスター間,

1往復90セソ トの通勤費が割高にす ぎるのでは な いか とい うことも考えられ るが, このこと

は,同時に, アロールジャングスでは, 家族員収容能力が飽和点に達 していること,および,

若者が都会地に憧れ,他出したがる傾向を示 しているように思える｡

アロ-ルスターの中国人商店な どは, 顧客のマ レ-人が金曜 日にイスラム寺院に参拝 し休業

す る風習に従って,毎週金曜 日を休暇 日と定めているものが多 く, アロ-ルスターで就業 して

いるものは,休暇 目には7ロールジャングスに帰 って くることが少な くない｡ しか し, この場

合でも,家庭をもっているものは,木曜 日の勤務が終ると早 々に帰宅 して, 土曜 日の朝出勃 し

て行 くものが多いのに反 して,独身者は,金曜 日に帰 って来ても, 父母に会 うと午後には早 々

にアロールスター-帰って行 く例 も見受け られたO

なお, マ レー人が アロールジャンブス地域か ら外部に職を求めて出稼 ぎする場合は, 他の村

落地域に分散 して,農業に従事す るものがほ とん どである｡

従前は,僅かに水路によって, 7ロールスターとい う州首府に連なっていて, ほ とん ど隔絶

したようであったこの小集落は, 1955年に村人によって造 られた巾約 5メー トルのアロールス

ターに通 じる旧道路,更に1965年 9月に,政府に よって, 7ロールスタ-か らアロールジャン

グスを通過 して北接す る Perlis州の苗府 Kangarに通 じ, 北上 してタイ国に連なる高速道路

が完成せ られた ことに よ一)て, この集落の, 附近村落に対 して占める経済的地位は,現在,徐

々に変貌をな しつつあるといえよう｡. (続 く)

終りに,この報告稿を作成するに当って,1964年度 ｢マレ-シア地域研究班｣によって収集せられたア

ロ-ルジャンブス中国人調査資料を縦横に利用,また,口羽益生,坪内良博,前田成文 ｢マラヤ北西部の

稲作農村｣『東南アジア研究』第 3巻第 1号,1965年6月を参考にさせていただいた｡

さらに,今回の現地での調査より,帰国後の資料整理に至るまで,竃谷大学助教授口羽益生氏,ならび

に,京都大学東南アジア研究センタ-研修員坪内良博氏に,一貫して,全面的に御指導,御援助いただい

たことを特に記し,衷心からの謝意を表したい｡

現代中国語- 北方系標準語- を専攻する筆者が,とにも角にも, この地域調査報告をまとめ得るに

至ったのは,全く上述の尉助によるものである｡
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